
地理院地図 ～国土地理院の地理空間情報～

地形図、写真、標高、地形分類、災害情報など、国土
地理院が捉えた日本の国土の様子を発信するウェブ地図
https://maps.gsi.go.jp/
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2007年～

1928年頃

1984年～1986年 活断層図 土地条件図

断面図

自分で作る色別標高図 3D表示

浸水推定図指定緊急避難場所（津波）

住所リストの見える化

治水地形分類図



地理院地図Vector（仮称）
～自分で地図をデザインできるサイト～

地理院地図Vector（仮称）は、国土地理院が提供する新たな地図閲覧サイトです。
自分で地図をデザインすることができるので、白地図や、写真に地名を重ねた地図
など、学校教育現場や防災分野で活用できる地図を簡単に作成できます。
現在、提供実験を行っています。利用者の声を踏まえて機能等の改善を
図っていく予定です。 https://maps.gsi.go.jp/vector/

おすすめの地図
よく使
１クリッ

われる地図
を クで表示

コンテキストメニュー
十字線（画面中央）または
クリック位置の情報を表示

地図の拡大・縮小

地図の回転と
鳥瞰表示をリセット

地図右ドラッグ
地図を移動・回転

地図右クリック
選択した地物の属性
を表示。その種類の
デザインを編集可能

印刷・作図

地図デザインや
上乗せ情報を追加

地図の編集
地物の種類ごとに表示/非表示切り替え、
地図表現の変更、レイヤー順序変更

ワンクリックで地図を表示 地図デザインの編集・保存

読み込み 保存

編集

項目ごとの表示／非表示

切替え

画面を回転・傾けて表示 自分で色分けできる標高地図印刷・作図

白地図
写真＋地名

大きい文字

自作

回転して表示した例

傾けて表示した例



滋賀県土木交通部における
ＩＣＴ技術活用の取組について

滋賀県土木交通部技術管理課

〔1〕従来の道路台帳（紙ベース） 〔2〕関連施設台帳（紙またはデータ）

紙ベースの道路台帳の電子化（シームレス化）
および関連施設台帳との連携

【現状】
・各種台帳が紙ベースで保管
・各種台帳が連携できていない

【課題】
・確認箇所の資料探しに時間を
要する。
・データの蓄積が困難



紙ベースの道路台帳の電子化（シームレス化）
および関連施設台帳との連携

橋梁台帳等の活用例

パソコン上で
任意箇所へシームレスに移動可能

【期待する導入効果】
・資料確認の手間軽減
・窓口業務の効率化
・点検・補修履歴の蓄積
・現地で台帳閲覧が可能

※用いている写真等はイメージです

これまで自治体パトロールカーで目視点検していた幹線道路や生活道路を、カメラやセンサーを搭載し
た一般車両で走行して点検することで、低コストで定量的なデータを収集することが可能となる道路路面
診断ソリューションを活用します。
『ＡＩ』解析によるひび割れ検知を行うことで、経験に基づく目視判断に頼ることなく、定量的かつ精

度が高いデータ収集が可能となります。本技術の活用により、調査に赴く職員の稼働を削減し、解析デー
タをもとにターゲットを絞った調査を行うことで計画的な維持修繕が可能となります。
今回、その取り組みを活用し、自転車を用いて「ビワイチ」サイクリングロードの『道路路面診断（AI
によるひび割れ解析）』を実施します。

道路路面診断ソリューション（概要）

【今回の取り組み】
調査手段：自転車
調査内容：ひび割れ解析(AI)

路面性状測定車

• レーザー照射により、平たん性、
わだち掘れ量、ひび割れ率の
３要素を総合的に定量測定

• （MCI値で性状を段階分け）

調査コスト

調査実施者

調査・分析
内容

土木コンサル事業者等

3～６万円/km程度

• 加速度、角速度センサを計測し、
独自のロジックにより平たん性
（IRI値）を推定
• AI（DeepLearning)により画像を
解析し、ひび割れ箇所を特定

NTTフィールドテクノ
※西日本電信電話株式会社 100％出資

2.3万円/km～

調査機材

センシング機器を搭載した
一般車両

重要幹線道路

自治体パトロールカー

• 同乗者による目視

自治体（道路管理者）

幹線道路、生活道路

内部経費

道路種別 幹線道路、生活道路

課題
• コスト面で高頻度の点検が困
難（５年に１回程度）

• 局所的な変状検出（段差、
陥没等）が薄まる傾向

• 道路管理者が持たれる最新技術への不
安感

• 稼働、所要時間の負担が大
きく網羅的な調査が困難

従来の点検方法 今回実施する点検方法

『自転車』を使用した道路路面診断は、
全国のサイクリングロード初の試み！

一般車両ではなく
自転車で実施

※平坦性(IRI値)は自転車では解析不可※平坦性(IRI値)は自転車では解析不可

ひび割れ解析画像(jpg)ひび割れ解析画像(jpg) 一般的なGISで読み込み可能な
ひび割れ率が分かるKMLデータ
一般的なGISで読み込み可能な
ひび割れ率が分かるKMLデータ

納
品
物

ＡＩによる解析データＡＩによる解析データ

継続的に実施し、路面の経年劣化を把握することで
計画的な維持修繕が可能となります

継続的に実施し、路面の経年劣化を把握することで
計画的な維持修繕が可能となります

※平坦性(IRI値)は自転車では解析不可

ひび割れ解析画像(jpg) 一般的なGISで読み込み可能な
ひび割れ率が分かるKMLデータ

納
品
物

ＡＩによる解析データ

継続的に実施し、路面の経年劣化を把握することで
計画的な維持修繕が可能となります

「ビワイチ」サイクリングロード
自転車を活用した道路路面診断の取り組み





京都府 新型コロナウイルス緊急連絡サービス

「こことろ」ご利用のお願い
スマートフォンアプリ

府内の施設（店舗）・イベントを利用される際、
アプリ上でチェックインいただくことで、同
じ日に施設等を利用した方の感染が判明した
場合やクラスターの発生が確認された場合な
どに、京都府から注意喚起の連絡を受けるこ
とができるサービスです。

メールアドレスを登録します。
※初回のみの操作です。

施設等を利用される際に
チェックインをします。

アプリダウンロード後 「京都府新型コロナ
ウイルス緊急連絡サービス」 に参加します。

チェックインした日と同じ日に、 同じ施設等を利用された方が感染者と判明した
場合などに登録いただいているアドレスあてに注意喚起メールをお送りします。

（1）京都府新型コロナウイルス緊急連絡サービスでは、ご登録いただいた利用日時とメールアドレス以外の情報（氏名，住所，位置情報等）は収集いたしません。
（2）新型コロナウイルス感染者と同じ日に同じ施設等を利用し、接触の疑いがあることが判明した場合、お知らせメールをお送りいたしますが、施設名は記載いたしません。
　    また、個別にお問い合わせいただいてもお答えいたしません。ただし、クラスターが発生した際は、施設名を開示する場合があります。
（3）注意喚起メールが届いた場合には、メール文章に従い、ご対応をお願いします。発熱や咳などの症状が現れた際にはメール文章に記載の窓口までご相談ください。
（4）ご登録いただいたいただいた情報については、京都府新型コロナウイルス緊急連絡サービス（こことろ）の事業目的のみに使用し、それ以外の目的には使用いたしません。
（5）本システムの利用に際して、京都府の責めに帰すべき事由によらない場合、利用者が被った損害について、一切賠償の責任を負いません。
（6）  事前に受信拒否や指定受信等、迷惑メール対策の設定を確認してください。ドメイン指定受信される場合は「@kocotoro.jp」「@pref.kyoto.lg.jp」を受信できるように設定してください。

ご利用方法

注意事項

京都府
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和歌山県 県土整備部

県土整備政策局 県土整備総務課

和歌山県における地理空間情報の
利活用について

目次

１ 和歌山県における地理空間情報の利活用概要

２ オープンデータについて

３ 和歌山県地理情報システムにおけるマップ例（抜粋）

４ GISを用いた活用事例について

※和歌山県地理情報システムは企画部企画政策局情報政策課、和歌山
県防災アプリは総務部危機管理局防災企画課が運用しています。

１．和歌山県における地理空間情報の利活用概要

１．地図情報を関連部署と共有 ２．地図の情報公開
３．オープンデータ

オープンデータ

庁内システム

地理情報システム(庁内向け)

インターネット

地理情報システム(庁外向け)

閲覧閲覧

編集 編集

閲覧

データ
利用

公開

和歌山県地理情報システムによる利活用

２．オープンデータ

和歌山県地理情報システムで公開しているレイヤデータをGitHub上で公開しています。

CSV、SHAPE等の形式

和歌山県のアカウント

データ名

２．オープンデータ

GitHub上の各データへのリンクを一覧形式で掲載

和歌山県オープンデータカタログサイト（https://wakayama-pref-org.github.io/）

３．地理情報システム例①

福祉のまちづくりマップ

県内の障害者、高齢者等が安全かつ円滑に利用できるよう配慮された施設（官公庁舎、文化施設、医
療施設、大規模小売店舗、金融機関・郵便局、宿泊施設、鉄道駅）の概要、整備状況（車椅子対応設
備やオストメイト設備の有無）、位置など、身体の不自由な方々が街に出かける際に参考になる情報を
掲載しています。

※この地図は最新ではありません。
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３．地理情報システム例②

道路規制情報

一般国道及び県道の和歌山県管理区間及び市町村管理道路において行われる道路規制情報です。

※この地図は最新ではありません。

３．地理情報システム例③

津波浸水想定図（南海トラフ）

南海トラフの巨大地震等に係る津波浸水・地震被害想定を実施するにあたり、地震・津波防災対策の
専門家から、科学的知見に基づいた助言をいただくために「和歌山県地震・津波被害想定検討委員
会」（以下「委員会」という。）を平成24年4月に設置して検討を行い、委員会での意見を参考に作成し
た浸水想定図です。

※この地図は最新ではありません。

３．地理情報システム例④

地域森林計画対象民有林区域

森林法第５条に基づき、知事が作成する地域森林計画の対象となる森林の区域です。

※この地図は最新ではありません。

和歌山県防災アプリ（アプリストアで公開）

４．GISを用いた活用事例について

県民一人ひとりの安全な避難を促進するため、避難に役立つ機能を備えたスマートフォン向けの防災
ポータルアプリを平成３０年５月から配信しています。

・ 災害種別に応じ、近くの避難先を検索 「避難場所を指定し、ルート検索が可能」
・ ベースマップは、状況に応じ切り替えが可能
・ 浸水想定など、各種ハザード情報の表示
・ 津波シミュレーションでは、どの場所がどのくらいの時間で浸水することを確認することが可能
・ 地図情報以外にも、防災情報等のプッシュ通知や現在地共有機能及び避難カード機能を実装

５．GISを用いた活用事例について

防災情報システム

災害時に、避難勧告等発令情報、避難所開設情報及び道路規制等の各種情報をＷＥＢで公開してい
ます。

・ 県及び県内全市町村が登録した情報をリアルタイムで反映
・ 平常時にも、避難場所や各種被害想定等を表示し、災害への備えの確認が可能
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